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芸
げい

能
のう

や工
こう

芸
げい

といった伝
でん

統
とう

文化が根づいていきます。そのような

世代をこえて受けつがれてきた風習、伝
でん

統
とう

文化をひとつにつな

いだ「ストーリー」として認
にん

定
てい

したのが「日
に

本
ほん

遺
い

産
さん

」です。

　「日
に

本
ほん

遺
い

産
さん

」は、文
ぶん

化
か

財
ざい

を個
こ

別
べつ

に大切に保
ほ

存
ぞん

するだけでなく、

地
ち

域
いき

の歴
れき

史
し

や風土にもとづくストーリーの中に組みこんで、国

内外の人びとに地
ち

域
いき

の魅
み

力
りょく

をもっと知ってもらうために活用し

ようと始まりました。

　この本では、2019（令
れい

和
わ

元）年までに認
にん

定
てい

されている 83

のストーリーを2巻
かん

に分け、解
かい

説
せつ

文
ぶん

と写真でわかりやすく紹
しょう

介
かい

しています。まずは本を開いて、気になるストーリーから読ん

でみましょう。さらに深く掘
ほ

り下
さ

げて調べてみるのもおすすめ

です。各
かく

地
ち

の文化や風土が織
お

りなす日本の奥
おく

深
ぶか

さを、この本を

通して楽しく学びましょう。

例
れ い

１

例
れ い

２

ストーリーには２種
しゅ

類
る い

ある

地
ち

域
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型
がた

ひとつの地
ち

域
いき

で生まれた
文化や独
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自
じ

の風土をストー
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ストーリー

●日
に

本
ほ ん

遺
い

産
さ ん

とは？
　わたしたちのくらす日本には、長い歴

れき

史
し

によって生み出され

た地
ち

域
いき

独
どく

自
じ

の伝
でん

統
とう

文化や風習が全国各
かく

地
ち

に存
そん

在
ざい

しており、いま

も世代をこえて大切に受けつがれています。

　たとえば、美しい自
し

然
ぜん

にめぐまれた湖周
しゅう

辺
へん

の土地では、湖で

とれた魚などを中心とした交
こう

易
えき

がさかんになります。食
しょく

材
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をよ

そへ運ぶ人びとの往
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来
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が増
ふ

えると祭りなどが生まれ、その地
ち

域
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一
いっ

帯
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の文化はどんどん華
はな

やかになっていきます。

　そこには、その地
ち

域
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独
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自
じ

の自
し

然
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、信
しん

仰
こう

、歴
れき

史
し

、食文化、くらし、

●ストーリーってどんなもの？
　これまでに認

にん

定
てい

されたストーリーには、ひとつの枠
わく

にとらわ

れないさまざまなテーマのものがあります。

　たとえば、縄
じょう

文
もん

時代に不
ふ

思
し

議
ぎ

な土
ど

器
き

をつくる集落が多く生ま

れた豊
ゆた

かな土
と

地
ち

がら、何百年も受けつがれてきた祭り、自
し

然
ぜん

が

生み出した景
け

色
しき

、地
ち

域
いき

の人びとがつくり上げた水路や道路など、

その内
ない

容
よう

は多
た

種
しゅ

多
た

様
よう

です。

　「日
に

本
ほん

遺
い

産
さん

」のストーリーとしてもっとも大切とされている

のは、ほかにはない「その地
ち

域
いき

らしさ」が、あるかどうかです。

気
き

候
こう

や地形によって、どのような伝
でん

統
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文化や産
さん

業
ぎょう

が生まれたの

か。また、地
ち

域
いき

の人びとのいまのくらしにどんな影
えい

響
きょう

があるの

か。そこにまつわる建
たて

物
もの

や遺
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跡
せき

はもちろん、長い歴
れき

史
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の中で受

けつがれてきた祭りや技
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術
じゅつ

、食文化、遠い地
ち

域
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とのつながりな

ど、多くの要
よう

素
そ

がからみ合って、ひとつのストーリーがつくら

れています。
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」の認
にん

定
てい

を受け

たストーリーの、パンフレットやホー

ムページなどには、左のロゴマークが

つかわれています。
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（→１巻
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らばっている文
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している。
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流
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おう

時
じ

の会
あい

津
づ

の文化〜

未来を拓
ひら

いた「一本の水路」ー大
おお

久
く

保
ぼ

利
とし

通
みち

“最
さい

期
ご

の夢
ゆめ

”と開
かい

拓
たく

者
しゃ

の軌
き

跡
せき

　郡
こおり

山
や ま

・猪
い

苗
なわ

代
しろ

ー

北
ほく

総
そう

四都市江
え

戸
ど

紀
き

行
こう

・江
え

戸
ど

を感じる北
ほく

総
そう

の町
まち

並
な

み

ー佐
さ

倉
くら

・成
なり

田
た

・佐
さ

原
わら

・銚
ちょう

子
し

：百万都市江
え

戸
ど

を支
ささ

えた江
え

戸
ど

近
きん

郊
こう

の四つの代
だ い

表
ひょう

的
て き

町
まち

並
な

み群
ぐん

ー

  江
え

戸
ど

庶
しょ

民
みん

の信
しん

仰
こう

と行楽の地 〜巨
きょ

大
だい

な木
き

太
だ

刀
ち

を担
かつ

いで「大
おお

山
やま

詣
まい

り」〜

  「いざ、鎌
かま

倉
くら

」〜歴
れき

史
し

と文化が描
えが

くモザイク画のまちへ〜

「なんだ、コレは！」信
し な の

濃川
がわ

流
りゅう

域
いき

の火
か

焔
えん

型
がた

土
ど

器
き

と雪国の文化
　　　　　　　　　　　模

も

様
よう

は縄
なわ

だけじゃない！ いろいろな縄
じょう

文
も ん

土
ど

器
き

『珠
し ゅ

玉
ぎょく

と歩む物語』小
こ

松
まつ

 〜時の流れの中で磨
みが

き上
あ

げた石の文化〜

木
き

曽
そ

路
じ

はすべて山の中 〜山を守り 山に生きる〜

　　　　　　　　　　  その地
ち

域
いき

でだけ見られる生物 日本の固
こ

有
ゆう

種
しゅ

飛
ひ

騨
だ の

匠
たくみ

の技
わざ

・こころ ー木とともに、今に引
ひ

き継
つ

ぐ1300年ー

『古
こ

事
じ

記
き

』の冒
ぼう

頭
とう

を飾
かざ

る「国
くに

生
う

みの島・淡
あわ

路
じ

」〜古代国家を支
ささ

えた海
あ

人
ま

の営
いとな

み〜

　　　　　　　　　 国土を生んだイザナギとイザナミ /ヤマタノオロチ退
たい

治
じ

森に育まれ、森を育んだ人
ひと

々
びと

の暮
く

らしとこころ 〜美
び

林
りん

連
つら

なる造
ぞう

林
りん

発
は っ

祥
しょう

の地“吉
よし

野
の

”〜

  鯨
くじら

とともに生きる
　　　　　　　　　　　世界と日本の鯨

くじら

文化

地
じ

蔵
ぞう

信
しん

仰
こう

が育んだ日本最
さい

大
だい

の大
だい

山
せん

牛
ぎゅう

馬
ば

市
い ち

出
い ず も の く に

雲國たたら風
ふ

土
ど

記
き

 〜鉄づくり千年が生んだ物語〜

　　　　　　　　　　鎮
ちん

守
じゅ

府
ふ

　横
よこ

須
す

賀
か

・呉
くれ

・佐
さ

世
せ

保
ぼ

・舞
まい

鶴
づる

　　　　　　　　　　　　〜日本近代化の躍
やく

動
どう

を体感できるまち〜

広
ひ ろ

島
し ま

　  “日本最
さい

大
だい

の海
かい

賊
ぞく

”の本
ほん

拠
きょ

地
ち

：芸
げい

予
よ

諸
しょ

島
とう

　　　　　ーよみがえる村
むら

上
かみ

海
かい

賊
ぞく

“M
ム ラ カ ミ

urakami K
カ イ ゾ ク

AIZOKU”の記
き

憶
おく

ー

　　　日
に

本
ほん

磁
じ

器
き

のふるさと　肥
ひ

前
ぜん

 〜百
ひゃっ

花
か

繚
りょう

乱
ら ん

のやきもの散
さん

歩
ぽ

〜

江
え

差
さし

の五月は江
え

戸
ど

にもない ーニシンの繁
はん

栄
えい

が息づく町ー

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　荒
あら

波
なみ

を越
こ

えた男たちの夢
ゆめ

が紡
つむ

いだ異
い

空
くう

間
かん

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　〜北
きた

前
まえ

船
ぶね

寄
き

港
こう

地
ち

・船
せ ん

主
し ゅ

集
しゅう

落
ら く

〜

サムライゆかりのシルク　日本近代化の原
げん

風
ふう

景
けい

に出会うまち鶴
つる

岡
おか

へ

和
わ

装
そう

文化の足元を支
ささ

え続
つづ

ける足
た

袋
び

蔵
ぐら

のまち行
ぎょう

田
だ

　　　忍
しの

びの里　伊
い

賀
が

・甲
こう

賀
か

ーリアル忍
にん

者
じゃ

を求
もと

めてー

………………2

…………4

…………………………8

この本を読むみなさんへ

「日
に

本
ほん

遺
い

産
さん

」ってなんだろう？

この本の使い方

…………………………………250

…………………………252

用語解
かい
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本
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遺
い

産
さ ん

を彩
いろど

る人びと

  日
に

本
ほ ん

遺
い

産
さ ん

を彩
いろど

る人びと

 日
に

本
ほ ん

遺
い

産
さ ん
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日
に

本
ほ ん
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い
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ストーリー

ストーリーのポイント
おもな構

こう

成
せい

文
ぶん

化
か

財
ざい

所
しょ

在
ざい

自
じ

治
ち

体
たい

13

■ 津
つ

和
わ

野
の

のガイドブック「津
つ

和
わ

野
の

百
ひゃっ

景
けい

図
ず

」

　江
え
戸
ど
時代に津

つ
和
わ
野
の
藩
はん
という藩

はん
がありました。小

さな藩
はん
ですが、山に囲

かこ
まれ、美しい川の流れる、

自
し
然
ぜん
にめぐまれたところです。現

げん
在
ざい
の島

しま
根
ね
県津

つ
和
わ

野
の
町
ちょう
周
しゅう
辺
へん
にあたります。

　この津
つ
和
わ
野
の
藩
はん
の名所や名物を、絵と文章で紹

しょう
介
かい

した本が「津
つ
和
わ
野
の
百
ひゃっ
景
けい
図
ず
」です。これは、江

え
戸
ど
時

代末
まっ
期
き
に津

つ
和
わ
野
の
藩
はん
に仕えた栗

くり
本
もと
里
さと
治
はる
によって描

えが
か

れました。
　里

さと
治
はる
は武

ぶ
士
し
でしたが、若

わか
いころに絵の勉強をし

ていたということもあり、お殿
との
様
さま
といっしょに藩

はん
内
ない

を回る際
さい
に、名所などをスケッチしていました。こ

れをもとに描
えが
かれたのが「百

ひゃっ
景
けい
図
ず
」です。これはいっ

てみれば津
つ
和
わ
野
の
藩
はん
の公式ガイドブック。津

つ
和
わ
野
の
の

見どころ、おいしいものなどがたっぷりつめこま
れているのです。

■ 自
じ

慢
まん

のお城
しろ

、自
し

然
ぜん

、行事、食べ物

　「百
ひゃっ
景
けい
図
ず
」には、100枚

まい
の絵とそのくわしい解

かい
説
せつ

がおさめられています。
　いちばんはじめは、津

つ
和
わ
野
の
城
じょう
。立

りっ
派
ぱ
な石

いし
垣
がき
とそ

の向こうにどっしりとした瓦
かわら
屋
や
根
ね
をのせたお城

しろ
が、

角度を変
か
えて何

なん
枚
まい
も描

えが
かれています。絵の中には、

出
しゅっ
勤
きん
途
と
中
ちゅう
らしいお侍

さむらい
さんの姿

すがた
もあります。

　山や川や滝
たき
もたくさん描

えが
かれています。川には

たくさんの魚が泳ぎ、山にはほととぎすが飛
と
ぶ、

生き生きとした風
ふう
景
けい
です。

　お祭りや年中行事の絵もたくさんあります。踊
おど

る人や走る馬の絵は、いまにも動きだしそうで、
観
かん
衆
しゅう
の表

ひょう
情
じょう
はとても楽しそうに描

えが
かれています。

　竹林から掘
ほ
り出

だ
されたたけのこの絵は、ちょっ

と大きすぎに見えま
す。ところが、江

え
戸
ど

時代の津
つ
和
わ
野
の
では、

100枚
まい

の絵に残
のこ

した
ふるさとの風

ふう

景
けい

「津
つ

和
わ

野
の

百
ひゃっ

景
けい

図
ず

」に▶
描
えが

かれたたけのこ
城
じょう
下
か
の竹林は、津

つ
和
わ
野
の
藩
はん
の

自
じ
慢
まん
の風

ふう
景
けい
だった。

津
つ

和
わ

野
の

今昔
～百

ひゃっ

景
け い

図
ず

を歩く～

「津
つ

和
わ

野
の

百
ひゃっ

景
けい

図
ず

」に描
えが

かれた
流
や ぶ さ め

鏑馬と、現
げん

在
ざい

の流
や ぶ さ め

鏑馬
江
え

戸
ど

時代から続
つづ

く鷲
わし

原
ばら

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

でおこ
なわれる流

や ぶ さ め

鏑馬。いまでも多くの観
かん

客
きゃく

が集まる。

▼「津
つ

和
わ

野
の

百
ひゃっ

景
けい

図
ず

」に描
えが

かれた養
よう

老
ろう

館
かん

内
ない

馬
ば

術
じゅつ

練
れん

習
しゅう

（左）と
　左

さ

鐙
ぶみ

の鮎
あゆ

（右）

島
しま

根
ね

県

津
つ

和
わ

野
の

城
じょう

跡
あと

、弥
や

栄
さか

神
じん

社
じゃ

の鷺
さぎ

舞
まい

神
しん

事
じ

、鷲
わし

原
ばら

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

の流
や ぶ さ め

鏑馬、喜
き

時
じ ゅ う

雨釜
かま

跡
あと

、戦
いくさ

の大
おお

曲
まがり

、白
しら

糸
いと

の滝
たき

、
旧
きゅう

津
つ

和
わ

野
の

藩
はん

家
か

老
ろう

多
た

胡
ご

家
け

表
おもて

門
もん

、藩
はん

校
こう

養
よう

老
ろう

館
かん

、山
さん

陰
いん

道
どう

（野
の

坂
さか

峠
とうげ

越
ごえ

）、
津
つ

和
わ

野
の

踊
おどり

、蛍
ほたる

祭り、高
たか

崎
さき

亀
かめ

井
い

家
け

跡
あと

など

津
つ

和
わ

野
の

町
ちょう

（島
しま

根
ね

県）
人びとのくらし町

まち

並
な

み・建
けん

築
ちく

分
ぶん
類
るい
：地

ち
域
いき
型
がた

太さが１ｍ近くもあるような大きな竹が実
じっ
際
さい
に生

えていたのだそうです。それを考えると、このた
けのこの絵はリアルな絵なのです。

■ 「百
ひゃっ

景
けい

図
ず

」が守った津
つ

和
わ

野
の

の風
ふう

景
けい

　「百
ひゃっ
景
けい
図
ず
」に描

えが
かれた風

ふう
景
けい
は、江

え
戸
ど
時代末

まっ
期
き
の津

つ

和
わ
野
の
です。それから150年以

い
上
じょう
たちましたが、津

つ

和
わ
野
の
にはいまも「百

ひゃっ
景
けい
図
ず
」のままの風

ふう
景
けい
がたくさ

ん残
のこ
っています。

　150年の間には、鉄道が導
どう
入
にゅう
され、電気が普

ふ
及
きゅう
し、

鉄やコンクリートの建
たて
物
もの
、道路があたりまえにな

りました。でも、ふるさとを大切にする津
つ
和
わ
野
の
の

人びとは、「百
ひゃっ
景
けい
図
ず
」に描

えが
かれたかけがえのない津

つ

和
わ
野
の
を守ろうと努

ど
力
りょく
しました。いまも残

のこ
るなつか

しく美しい津
つ
和
わ
野
の
の風
ふう
景
けい
、引きつがれている伝

でん
統
とう
は、

その努
ど
力
りょく
のたまものです。

　「津
つ
和
わ
野
の
百
ひゃっ
景
けい
図
ず
」と見

み
比
くら
べながら津

つ
和
わ
野
の
のまちを

歩けば、津
つ
和
わ
野
の
の人びとがどんなに大切にふるさ

とを守ってきたかを実感することができます。
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ふるさとのほこり、
津
つ

和
わ

野
の

のとっておき

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

「百
ひゃっ

景
けい

図
ず

」作者、栗
くり

本
もと

里
さと

治
はる

　「百
ひゃっ
景
けい
図
ず
」を描

えが
いた栗

くり
本
もと
里
さと
治
はる
は、江

え
戸
ど
時代の終わりごろから津

つ
和
わ
野
の

藩
はん
に仕えた武

ぶ
士
し
です。役

やく
職
しょく
は「御

お
数
す
寄
き
屋
や
番
ばん
」。数

す
寄
き
屋
や
とは茶室の別

べつ
名
めい
で、

お茶室管
かん
理
り
係
がかり
という意味ですが、それ以

い
外
がい
にも、藩

はん
主
しゅ
である亀

かめ
井
い
玆
これ
監
み

の身の回りのお世話を担
たん
当
とう
しました。その後、明

めい
治
じ
時代になり藩

はん
は廃
はい

止
し
されましたが、明

めい
治
じ
時代の終わりころ、亀

かめ
井
い
家14代当

とう
主
しゅ
亀
かめ
井
い
玆
これ
常
つね

からの依
い
頼
らい
で「百

ひゃっ
景
けい
図
ず
」を描

えが
き始めました。そして、昔描

えが
いたスケッ

チと里
さと
治
はる
の記

き
憶
おく
をもとに、約

やく
４年の歳

さい
月
げつ
をかけて描

えが
きあげたのです。

だから、里
さと
治
はる
の描

えが
く津

つ
和
わ
野
の
はリアルで写

しゃ
生
せい
的
てき
です。流

や ぶ さ め
鏑馬で、馬から

振
ふ
り落

お
とされるのを心配して馬を追いかける人の表

ひょう
情
じょう
、川の水面を埋

う

めつくす魚の群
む
れ。どれも生き生きとして魅

み
力
りょく
にあふれています。

　「百
ひゃっ
景
けい
図
ず
」からは、津

つ
和
わ
野
の
のよいところを形にして残

のこ
そうという、

里
さと
治
はる
のふるさとへの深い愛

あい
情
じょう
が感じられます。

１
注
ちゅう

目
もく

ポイント 津
つ

和
わ

野
の

の要
かなめ

～津
つ

和
わ

野
の

城
じょう

　津
つ
和
わ
野
の
城
じょう
は、津

つ
和
わ
野
の
町
ちょう
の南部の山の上にあります。

もともと敵
てき
の攻

こう
撃
げき
を防

ふせ
ぐために選

えら
ばれた場所で、け

わしい山です。現
げん
在
ざい
は、山

さん
頂
ちょう
近くまでリフトで登る

ことができます。
　お城

しろ
は江

え
戸
ど
時代には三

さん
本
ぼん
松
まつ
城
じょう
とよばれ、まわりに

はたくさんの松
まつ
が植えられていました。松

まつ
林
ばやし
では秋

になると松
まつ
茸
たけ
が採

と
れて、「百

ひゃっ
景
けい
図
ず
」にはお城

しろ
に住む女

じょ

性
せい
たちが松

まつ
茸
たけ
狩
が
りをしている場面も描

えが
かれています。

いまも津
つ
和
わ
野
の
城
じょう
跡
あと
には松

まつ
がありますが、松

まつ
茸
たけ
は採

と
れ

なくなってしまいました。

２
注
ちゅう

目
もく

ポイント 伝
でん

統
とう

の舞
まい

～鷺
さぎ

舞
まい

　「百
ひゃっ
景
けい
図
ず
」の中でもひときわ目を引く絵が、

弥
や
栄
さか
神
じん
社
じゃ
の鷺

さぎ
舞
まい
です。鷺

さぎ
舞
まい
は現

げん
在
ざい
も弥

や
栄
さか
神
じん
社
じゃ

の夏のお祭りでおこなわれています。ふたり
の舞

まい
人
びと
が、頭に鷺

さぎ
のかぶり物をかぶり、木で

つくった白い羽根を肩
かた
に付

つ
け、お囃

はや
子
し
に合わ

せて羽根を開いたり閉
と
じたりしてゆったりと

舞
ま
います。そのようすは「百

ひゃっ
景
けい
図
ず
」からぬけ

出してきたように、昔のままです。
　もともとは京

きょう
都
と
から山

やま
口
ぐち
へ、山

やま
口
ぐち
から津

つ
和
わ

野
の
へと伝

つた
わった舞

まい
ですが、京

きょう
都
と
ではやがてお

こなわれなくなり、津
つ
和
わ
野
の
で大切に受けつが

れていきました。

お城
しろ
をささえた立

りっ
派
ぱ
な石

いし
垣
がき
は現

げん
在
ざい
も残

のこ
っている。

▲津
つ

和
わ

野
の

の街
まち

並
な

み　
津
つ
和
わ
野
の
のまちの中心にある殿

との
町
まち
通
どお
り。城

じょう
下
か
町
まち
の名

な
残
ごり
を留
とど
める古い建

たて
物
もの
がある。

２羽の白
しら
鷺
さぎ
となって舞

ま
う優

ゆう
雅
が
な舞

まい
には、

400年の歴
れき
史
し
がある。

▲栗
くり

本
もと

里
さと

治
はる

里
さと
治
はる
は、若

わか
いころ「狩

かのう
野派

は
」という有

名な絵の流
りゅう
派
は
に学んだ。「百

ひゃっ
景
けい
図
ず
」以

い
外
がい

にも多くの津
つ
和
わ
野
の
の絵を残

のこ
している。

「津
つ

和
わ

野
の

百
ひゃっ

景
けい

図
ず

」に描
えが

かれた津
つ

和
わ

野
の

城
じょう

と
現
げん

在
ざい

の津
つ

和
わ

野
の

城
じょう

跡
あと

「津
つ

和
わ

野
の

百
ひゃっ

景
けい

図
ず

」に描
えが

かれた鷺
さぎ

舞
まい

と
現
げん

在
ざい

の弥
や

栄
さか

神
じん

社
じゃ

の鷺
さぎ

舞
まい

　津
つ
和
わ
野
の
城
じょう
のお城

しろ
の建

たて
物
もの
は、明

めい
治
じ
時代のはじめ、政

せい

府
ふ
の方

ほう
針
しん
によってとりこわされました。でも頑

がん
丈
じょう
に

積
つ
まれた石

いし
垣
がき
は「百

ひゃっ
景
けい
図
ず
」に描

えが
かれたのと同じ堂

どう
ど

うとした姿
すがた
で、いまも城

しろ
跡
あと
に残
のこ
っています。

益
ます

田
だ

市

萩
はぎ

市

津
つ

和
わ

野
の

町
ちょう

吉
よし

賀
か

町
ちょう

津
つ

和
わ

野
の

城
じょう

跡
あと

鷲
わし

原
ばら

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

山
さん 陰

いん 本
ほん 線

せん

山や
ま口ぐ

ち線せ
ん

匹
ひき

見み川
がわ

津つ
和わ
野の
川が
わ

弥
や

栄
さか

神
じん

社
じゃ

津
つ

和
わ

野
の

山
やま

口
ぐち

市

山
やま

口
ぐち

県

島
しま

根
ね

県
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